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1・ 緒 言

低蛋白症を惹起する原因 としては種々のものがあるが,出 血,手 術的侵襲等によ一り所謂急

性の低蛋白症が,又 発熱,食 料不足等に より慢性の低蛋白症が起こり・更に手術のみに就い
てみても術前は慢性低蛋白症,術 中は急性・術後は亜急性或は慢性の低蛋白症の状態と見倣

し得‡う.1940年Wipple一 派により血漿搬出が案出せられて以来血漿蛋白代謝に関する

研究が相次いで現われ,治 療面に於いても血漿蛋白補給に効果ある種々の輸液が明らかにさ

れてきた・

実験的低蛋白症は血漿搬出法の他,動 物を一定期間低蛋白飼料により飼養しても起こし得

る事は知られており,血 漿搬出により起こつた低蛋白症 と食餌性の低蛋白症 とでは血漿蛋白

濃度の低下は共通して認められるが後者に於いてはH註moglobin濃 度の低下,Ilama・tktit値

の減少等貧血の所見がより高度に現われる・低蛋白症の診断に当 り総蛋白濃度の低下,体 重

の減少を重要事項 とするは勿論であるが,平 出氏は低蛋白症の主要血液指尺 としてHamo-

glbbin濃 度の低下を指摘 した・

泌尿器科疾患ゐ治療の多 くが外科的手術に依る他なく・手術前相当の低蛋白状態にある個

体に手術侵襲が加えられた場合の血清蛋白値の変動並びにそれに及ぼす輸血及び各種輸液の

影饗に就いては第II篇 に於いて記載した・ド
それを補遺する意味に於いて実験的に動物を用い,第 一に正常状態に於ける出血及びヂ術

侵襲の血清蛋白並びに血液組成に及ぼす影響 第二に一定期間低蛋白飼料により飼養 し低蛋

白状態となれる該動物に出血,手 術侵襲等を加えた際,又 同時に輸血・輸液を行つた際の影

響を観察せんとの目的のもとに数種の実験を行い其の成績に就いて報告する・
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Hamatkrit値 はWintrobe管 を用い 廻転 半径9

糎 の遠 心器 に3000廻 転30分 間 遠心 し其 の血球 層 の

高 さを読 んだ.

採 血 はすべ て頚静 脈 よ り行い 各測 定成 績 は3羽 の

平 均値を 以 つて した,

1壇 翻 法 響難 灘 灘 驕;
,鷲冨 誇

実緬 物としては腫2k9以 上の白色雄1鍼 購
、ミ。灘(…%)グ 。ブリ。鍛(G・ ・%)・ ル

兎を用い・騒 白酬 としては下記の内容のものを使 ブ,・ グ・プレ 比(・/・)・ ま第 俵 の如 くであ

用 した・ る.

低蛋 白飼 料A .実 験1

澱 粉855% 〔低i蛋白飼料 投与 〕

寒 天5.0% 今 一群 の家 兎に低 蛋 白飼 料の投 与 を 行 う と低蛋 白

乳 糖5.0% 飼 料 を全 く拒否 す る群 と摂 取 す る群 とに分れ ・前 者

バ タ2.0% は完 全 な飢餓
の状 態 に陥 り体重 著 し く減少 し全 血量

食 塩2'0%
.減 少の故 かT.P.は 却 つ て増 加 を示 し 早 期 に死 亡 すヴ

fタ ミンB末05%
る.後 者 に あつて は経過 と共 に低 蛋 白症の状 態 とな る以上乾 燥 量 各羽30 ～40瓦)日1回 投与.

(第2表).之 を図示 すれば第L図 の如 くなる・血清 蛋 白総濃 度 は 硫 酸銅 法及 び 日立製 蛋 白度 計 に

即 ちK.G.は 投与 開始 と共 に緩や か なカ ーブ を描
よ り,Albumin%,Globulin%は 硫 酸 曹 達 を用い た い て 減少 しT .P.は5日 後 より 明か な減 少 を示 し

吉川 一齊藤 氏塩 折 比色定 量 法に よ り,H註moglobin濃1ケ 月後 に は1
,09/d1低 下 し 低 蛋 白症 の 状 態 とな

度 は硫酸 銅 法 に よる全 血比 重(GB)血 清 比重(Gp)よ る.分 劃値 に於 い』てはALbの 減 少が 見 られA/Gが

り次 式 に依 り計 算 し1に 近付 きHbは3日 よ り5日 にか け て著 明 な減r
.
H・m・gl・b・ ・(・/dl)一 ・1… 吊 書

P少 を示 ・ ・ 日・僅 か ・増 加 し罐 轍 ・,H・ も略

々之と平行した変動を示した・

III.実 験 成 績

先 ず対 照 として正常 家兎10羽 の 体重(K.G.と

B.実 験2

〔健康 家 兎+濾 血 〕

普 通食 を以 つて飼 育 しつつ あ る健 康家 兎に体 重1kg

当 り10ccの 鴻血 を行 つた 際 の成績 は第3表,第2

図 の如 くで あ る・

即 ちKG.は 濡 血後 僅 かに減 少 し5日 後 よ り増

加 した,T.P.は1日 後 に減 少,3日 後 に増 加,後

第1表

番

号一

体

重

総蛋白

濃 度

ヘ モグ
亀ロ ビ ン

1濃 度

ヘ マ ト

ク リツ

ト 値

ア ルブ

ミ ン

グ・ブ1・ ・グ ・

・ ・1ブ ・ ・

β ・グ ロ

ブ リ ン

γ一グ ロ

1ブ リ ン

アル ブ ミ
ン.グ ロ

ブ リン比

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

2:40

2.25

2・33

274

2.44

2・24

2,39

1・99

2.16

2.34

6.6

6,3

625

6・66

6.2

62

'6 .5

60

6.5

5.9

15.9

132

14・3

13.l

ll.6

13・4

12.6

12.4

13.4

13・4

46

39

43

39

34

40

37

37

40

40

55.0

60・0

633

55.0

57.i

60.0』

68・3

61,6

5レ6

55.0

45・0

40・0

36・7

45.0

42.9

40・0

31.7

、38,4

48.4

45.0

最

最

平

高6・6615・94668L3

低5・911・63451・6

均63113338.558.7

48.4

31,7

4ユ3

15.0

22.5

142

22.5

17・9

15・O

l4.2

18・4

17.5

20.0

12.5

7・5

7.5

10.O

lO.0

7.5

7・5

10.0

12.5

12.5

・17 .5

10・0

15.0

12.5
コ

15.O

l7.5

10.0

10・O

l8.4

12・5

1.22

1.50、

1・72`

1,22

1.32

1,50

2.14

1.6σ

1.06

1・22

22・512.5

14.27・5

]7.79.7

18.4

10・O

l3.8

2・14、

1.06

1。45
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第2表 噛

投 与 前

投 与 後3日

5日

7日

10日1

15日

30日

K.G.

2.55kg

2.40

2・42

2.41

2・36

234

2・23

T・P、

6.39/dl

6.2

6.1

5.8

5.7

5.5

5.3

Hb

14.3g/dl

13.2

10・8

11.2

11・O

lO・7

10.0

Ht

43

39

32

33

32

32

29

ALb

63.3%

'5
7.1

58.3

55.0

52.5

GLb

36・Z%

42・9

4[17

45.0

47・5

A/G

1・72

1・33

.39

.22

.10

M8

〃7

60/26

350105

25⑳84

23063

152042

"02

体 、 ・認

μ 蛋

多蘇
壷樋 ン皮

nJti3日 夜567日100

低 蛋白食殺与一一一

tsfi 30日

第1図

再 び減 少 し,7目 後 よ り恢 復 し15日 には殆 ん ど実験

前値近 く迄達 した.分 劃値 は3日 後 にALbの 減 少

が見 られA/Gが 減 少 したが7日,15日 と懐 復 の

傾向 を示 した.Hbは1日,3日 後 と著 し く減 少 し

たが5日 後 には早 くも増加 を始 め15日 後 には 殆 ん

ど実験 前値迄恢 復 した.Htも 之 と同様の変 化 を示 し

た.

C.実 ・験3

〔低 蛋 白食 投与 ÷ 潟 血〕

健康 家 兎に体 重lk9当 り10ccの 鴻血 を行 うと同

時 に低 蛋 白食 の投 与 を始 めた実 験 の 成 績は第4表,

第3図 の如 くなる・

第3表

K。G. T.P. Hb Ht A■b GLb A/G

実 験 前

実 験 後1日

3日

5日

7日

10日

15日

2.44

2・38

2.42

2,43

250

Z48

2.52

6.66

5.9

6.2

5.2

5。5

59

64

14.3

11.l

lO.6

11.6

11.8

13.4

13.8

43

33

31

34

35

39

41

60.0

55.0

57.1

58.3

40.0

45.0

42.9

41.7

1.50

].22

1・33

1.39



4 西沢一泌尿器科領域に於ける血靖蛋白の研究 第 皿 篇

t6.8

κ フ

60126

350'05

254004

2306'」

t52042

"02

κ丘 肋
ntrp

前'層305e7a toe t58

第セ 図

第4表

K.G. T.P. Hb Ht ALb GLb
●

A/G

実 験 前 2.32 6.48 14.1 42 59.2

r

40.8 1.45

実 験 後1日 2.26 5.8' 11.4 35 一 一 一

3日 2.18 5.92 10.6 31 56.0 44.0 1.28

5日 2.21 5.6 io.8 32 一 一 一

7日 2.18 5.4 102 30, 51.6 48.4 1.06

10日 2.11 5.18 9.g 29 一

馬

一 一

15日 2.04 4.9 9.7 28 49.1 50.9 0.96
1

乃8-i写A25CC

va7・bl

tOt26

350to'5

2540δ4

23063

1.52042

"02'

慌

κ6-・ 幅一

κ㌦㌦ ㌦㌫
。轟

第3図

'

即 ちK・G・ は全 般的 に僅 か乍 ら減 少 し,T.P.は

1日 後 に減 少 し3日 後 に僅 が に 増加 以後減 少 し続 け

恢復 を認 めな い・分劃値 はALbの 減 少GLbの 増

加 が 目立 ち15日 後 にはA/Gが0.96と 逆転 した.

Hb及 びHtは1日 後に著 明 に 減 少 し3日 後 一時

的 に僅 か に増加 し以 後漸 減 し恢 復 を認 め ない.

D・ 実 験4

〔低 蛋 白家 兎 一1一生 理 的食 塩 水注射 〕

T・P・5・453/dl・Hblo・29!dl・Ht31と 低 蛋 自、

低Hb家 兎 に 体重lkg当 りIQcCの 生理 的食塩 水
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を5日 間連続 注射 した実験 の成 績 は第5表,第4図

の如 くであ る.

即 ちK・G・ 注 射 後3日 よ り5日 に か}ナて軽 度 の

増加 を示 したが 以後僅 か に減少 し て 大 した変動 を見

ず,TlP.は1日 後 よ り・3El,5日 と 著 明に 減少

し,7日 後 よ り増 加 を 始 め10日,!5日 後 で は 著

しく恢 復 したが実 験前値 よ り僅 か に 低 い.分 劃 値 は

ALb・GLb共 殆 ん ど変化 を認 めず,Hb、Ht共1日

〆後 よ り3日
,5日 と減 少 し,特 に5日 後 に於 い ては

T・P・4・09/dl・Hb8・89/dl,Ht27と 最低 値 を示

したが死亡例 な く7日 後 よ り恢 復 し,15日 後 に は実

験前値 近 く迄増加 した.

E.実 験5

〔低蛋 白家兎+混 合 ア ミノ酸 液注 射 〕

〔低蛋 白家 兎.+混 合 ア ミノ酸:ブ ドー糖液 注射 〕

T・P・5・36・Hb11・1,Ht33,A/G1.10と 低蛋

白・低Hb家 兎に夫 々体重1kg当 り10ccの ポ リ
ノ

タミン液及びブドー糖を3日 間宛注射した 際の成績

は第6表,第5図 の如 くで ある・

即 ち ポ液20cc3日 聞注 射 の揚合 はKG.僅 か乍

、ら増加 し,T.P.に は殆 ん ど変 化 を認め ずHb,Ht

は僅 かに減 少す る傾 向を示 した.

ポ液 と同時 に同 量の ブ液 を混 合注 射 した 際 は,K

G.前 同様 僅 か乍 ら増 加 し,T・P・ は 注 射 後2日4

日と中等 度 の増 加 を示 し た 犠減 少 した.分 劃値 で は

ALbの 増 加,GLbの 減 少 が見 られA/Gが 改 善 し

た・Hb・Htも 共 に軽 度 の増 加 を 示 し た 後減少 し

た.

F.宴 験6

〔低i蛋白家 兎+全 血輸血 〕

T・P・5・LHbl2・0,Ht36,A/G,1.1の 低蛋 白

家 兎にKG・lkg当 り10ccの 全 血輸血 を 行 つた

際 の成績 は第7表,第 一6図 の如 くであ る.

即 ちK.G.は 僅 かに増 加 の傾 向 を示 し,T.P.は

3日 後 よ り5日,7日 と軽 度 に増加 した 後減 少 し,

15日 後 には殆 ん ど 実験 前値 に達 し,分 劃値 はALb

第5表

KG TP Hb Ht ALb GLb A/G

実 験 前 1.96 5.45 10.2 31 50.8 49.2 1.03

実 験 後1日 1.88 5.32 9.9 29 一 一 一

3日 1.91 4.4一 9.2 28 一 一 一

5日 1.94 4.0 8.8 27 525 47.5 LlO

7日 1.91 4.5 93 28 一 一 一

10日 1.87 5.1 9.7 29 51.6 48.4 1.06

15日 1.84 5.2 9.g 29 5・・4149・6 1.Ol

t68

147

60t26

350to5Hb

2540δ4

23063

t.52042

1!02'

κaHb前'日3日5日7日

〃亡TP.

第4図

xoa 15日
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第6表

実 験 前

実 験 後2日

5日

8El

lO日

12日

15日

KG

2.26

2.28

2.30

2.28

2.32

2,33

2.30

T.P

5.36

54

5,38

5,3

5.6

6,1

5.5

H♪

11.1

10.8

11.0

11.2

11.6

125

11.8

Ht

33

32

33

33

34

37

35

ALb

.
52,5

53,3

55.0

58.3

GLb

47.5

46.7

45.0

41.7

A/G

1.10

1.14

1.22

1.36

t6δ

t47rtit2・cic..蟷 診

、器 傷⊥_=婁 《 ミ
254084

K.G..

23063Ht

t52042

1/021

κ丘Hb前2日
HtTR

第5図

5日 δ日 ～08'28'5日

の増 加GLbの 減 少 が見 られ,A/Gが 増加 し15日

後 に至 る もA/Gは1.25と 増 加が認 め られ た,Hb,

Htは1日 後,3日 後 と著 明に増 加 し5日 後僅 か に

減 少 し7日 後再 び増 加 し夫 々17.6,52と 最高 値を

示 した後減 少 すKが,15日 後 に至 るも 実 験前値 よ り

高値 を示 した ・

G.実'験7

〔健康家兎+腎 臓別出術〕

正常家兎に左側腎別出術を行つ た際の成績は第8

表,第7図 の如くである.

即ちK.G.は3日,5日 後 と僅 かに減少し以後

増加し15日 後には実験前値に迄依復する.T.P・ は

1日 後に著明に減少し3日 後に一時増加した後5日

後再び減少し以後恢復するが15日 に至るも術前値に

第7表

実 験 前

実 験 後1日

3日

5日

7日

10日

15日

K.G. T.P.

2〔6

212

2.13

21い

2.13

215

2.13

5.1

5.2

5,35

5.4

545

5.3

5.2

Hb

12.0

14.4

16,5

16.2

17.6

13.8

13.2

Ht

36

42

47

48

52

41

39

ALb

52.5

56.0

58.3

55.8

GLb

475

44.0

41.7

44.2

AIG

1.10

1.27

1.39

1.25i
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t89』

t66

t47

60126

35の'05

2540θ4

23063

t52042

"02'

κ丘 描
ntrp

餉'03日587日 tO8 15e

第6図

第8表

実 験 前

実 験 後 互 日

3日

5日

7日'

10日

15日

KG。

1.98

1.88

1.82

1.81

1・86

1.91

1.93

TP

6.4

5.2

5.8

5.4

5.6

5.8

6.1

Hb

13.4

12.O

ll.O

ll.4

1L7
L

12.1

12.8

Ht

40

35

32

34

35

36

38

ALb

61.6

57.4

55.2

58.2

GLb

38,4

42.6

44.8

41.8

A/G

1.62

1.34

1.23

1.41

i68

147

6e'26

350'05

254084

2306j

t.52042

"02'

K.tinb
HtτP

前le3ese7e '0日 tse

第7図

達 しない.A/Gは3日,7日 とALb減 少 のた め

低下 し,15日 後 には恢 復 を示 すが 之 又術 前値 に達 し

ない.H壬,Hbは 共 に1日,3日 後 と低 下 し5日

後に は恢 復 を始 め以後 漸増 す るが15日 後 の成績 は 実

騨 前値 よ り少 し く低 ㌔・・

・H .実 験8

〔健 康 家 兎+腎 別+ポ 液 ブ液 〕

実 験7同 様正 常家 兎 に左側腎 別 を行 うと 共 に体 重

lk9当 り10ccの ポ液及 び ブ液 の注 射 を行 つた 時 の

成績 は第9表 ・第8図 の如 くで あ る・



8 西沢一泌尿器科領域に於ける血清蛋白の研究 第 皿 篇

第9表

実 験 前

実 験 後1日

3日

5日

7日

10日

15日

KG.

2.26

2.17

2,15

2.13

2.18

2.23

2.25

T,P,

6.3

5.9

6.1

5.9

6.0

6.3

64

正Ib

13.2

12.6

12.0

12,3

12.8

13、2

13.6

Ht

39

37

35

36

37

39

40

ALb

60,0

56.0

58.3

59.2

GLb

40.0

45.0

41・7

40.8

A/G
、

1.50

1.26

1・38

1.45

ノ68

t47

60126

350-IO5

254084

230b3

t.52042

'ノ021

κ6施
ntTP

薗 旧3日5日7θ

J

'0日 ise

第8図

即 ちK・G・ は極 く軽 度 の 減少 の 後 増 加恢復 し,

T・P・ は1日 後 に軽 度 に減少 ・
、3日 後 に 一時増 加 し

5日 後 に再 び減 少 し7日 後 よ り依復 し10日 後 に は

術 前値 迄達 し15日 後に はそれ を凌 駕 した.A/Gは

3日 後 に減 少 した後7日 後,15日 後 と恢 復 し略 々術

前値 に達 した 『Hb・Htは 術後 より減 少 し3日 彼 に

最 低 値 を示 したが其 の減 少 は 夫 々1.29/dl,4と 少

く5日 後 よ り増 加 を 始め10日 後 に は 術 前値 に達

し,15日 後 にはそ れ以上 に増 加 した.

1.実 験9

〔低 蛋 自家 兎+腎 別 〕

T・P・5・49/dl・Hb11.89/dl,Ht35,A/G'1 。22z

の低 蛋 白家兎 に実験7と 同様 左側 腎 別 を行 つ た 際 の

成績 は第10表,第9図 の如 くであ る.

即 ちK・G・ は経 過 と共 に僅 か 乍 ら漸 減,し,T.P.

はi日 後 に減 少 し3日 後 に 増 加 し5日 後,7日 後

第10表

K.G. T.P

「

Hb Ht ALb GLb

l

A/G

実 験

実 験後
前

1日

3臼

5日

7日

10日

15日

1.92

1.88

1.84

1.87

1.84

1.74

1.66

5.4

4.8

5.2

5.1

4.5

4.6

4.6

i1.8

10.8

1i,2

10.7

10.3

10.1

9.9

35

32

33

32

31

30

29

55.0

52.5

51.6

48.3

45.0

47.5

48.4

51.7

1.22

1.10

1.06

0.93
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t68

忽7

60126ttb

τ舜
350105

2540θ4

・細.、 ここ======こ=ト ー

t52042,

'm2'

κ丘 施
醒 πβ

前'但 」ロ5日70 IOfi tse

第9図

第11表

K.G. T.P, Hb Ht ALb GLb A/G

実 験 前 2.36 66 13.8 41 59.L2・ 40.8 1.45

実 後1日 2.28 5.25 12.4 37 一 一 一

3日 2.18 5.4 11.6 34 55.0 45.0 1.22

5日 ,2.15 5.2 11.1 33 一 一 一

7日 2・17 5.3 11.3 34 54.1 45.9 1.17

10日 2.21 5.8 11.8 35 一 一 一

15田 2・24 6.15 12.2 36 55.8 44.2 1.26
1

乃 δ

60/26

350'05

254084

23063

1,52042

ノ'02'

κ6,Hb
舵 τρ

飼'83日5日78 '0日 ・ '5量

第10図

と減 少 し,以 後僅 か に恢 復 を示 すが15日 後 に至 る も

4・6と 術 前値 よ り遥 か に低 い.A/Gは3.日,7日,

15日 後 とALbの 減少,GLbの 増 加 が 強 く現 われ

15日 後 には0.93と 減少 した.Hb・Htは 共 に一1日

後に減 少 し3日 後 に一時僅 か に増加 し,5日 後 よ り

僅か乍ら減少を続 け怯復 を示さず15日 後には夫々

9'9,29と 著明に減少した.

J.実 験10

〔健康家兎+開 腹術〕

正常家兎に開腹術を行い腸管 を手術創外に引出し
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て30分 間放 置 した後再 び腹腔 内に戻 した手 術 に依 る

成 績 は第Il表,第10図 の如 くであ る.

即 ちK・G.は 術 後僅 かに減 少 した後,7日 後 よ り

増 加 しT.P.はi日 後 に 著明 に 低 下 し3日 後僅

か に 増加 した後5日 後軽 度 に減少 し7日 後 よ り増加

す るが15日 に至 る も術 前値 に及 ばず,A/Gは7目

後 に最 小 とな り15日 に至 る も1.26と 低 い.Hb,Ht

共1日,3日,5目 後 と減少 し以後恢 復 す るが15日

・後 に至 る も術 前値 に遥 かに及 ば ない.

IV.総 括 並 び に 考 按

私は先に低 蛋 白状態 にある個 体に手術 侵襲 を加 えた際及び手術 前後に各種の輸液並 びに輸

血 を行つた際の血清蛋 白値 の変化 に就い て報告 した・本 篇に於 いてはそれを補遺す る意味で

正常家 瑳並びに実験的低蛋 白家兎に対 し出血手術侵襲 ・輸血及 び輸液 を行 い其 の血清蛋 白及

'び 血液組成 の変動を観察 した・

家 兎を低蛋 白飼料に よ り飼育 し1ケ 月後 には相 当 の 低蛋 白 貧血状 態 となつ た・即 ち

K・G・ に於 いて0・22k9,T・P・ は1・09/dl,Hb、 は4.39/dl,Htは14,A/Gは0.62と

夫 々低下 した

「おか ら」を主 とした普通食 を投与 せる 正常家兎にK・G・1kg当10ccの 濾 血1回 を

行つた際 の成績 は・鴻血24時 間後にT・P・,Hb,Ht共 低 下著 しくT・P・ は5日 後 より,

Hb,Htは 夫 々3日 後 より恢 復を始めるが2週 後 に至 るも実験前値には達 せ ず 其 の恢 復

は案外遅 い・即ち失血に よる急性低蛋 白症は経 口的蛋 白摂取 が可能 の場合は輸血,輸 液を行

わ な くとも恢 復可能であるが相当の 日数を要す るもの と老 え られ る.

同 量の鴻 血 と同時に低蛋 白飼料 を投与 すればK・B・,T.P,,Hb,Ht,A/G共 減 少を続

け恢復 を見ない・濡血後15日 には実験前値 に 比 しT・P・ は1・58へHt44,Ht14と 減

少し実験1 、に比 し変化が高度 である・時 にALbの 減 少 は 著 し くA/Gは0・96とA/G

が正 常値 と逆転 した.

低 蛋 白家兎に同量の生食を連続5日 間注射 した際はT・P・ は5日 後には4.09/dlと 高

度の低下を示 し以後増加 した・Hb・Ht共5日 後に最低 値を示 し以後恢復 した.基 礎 実験に

於いてはT・P・ が4・09/dlに 達 すれば過半数 の家兎が死亡 したが, ,本実験 に 於い てはT.

P・ の著明な低下に比 しA/Gに は 大した変化を認めず一時的水 血症 の状 態に陥つたのが注

射の停止 と共に速やかに恢復 した もの と老 えられる.

低 蛋 白飼養家兎に同量のポ液を 、3日 間連続注射 した際の変化はT.P.,Hb,Ht共 殆 ん ど

変化せず・ポ液 と同時に同量 のブ液 を注 射すればT・P.,Hb,Ht共 軽度 乍 ら増加 を 認め,

ALbの 増 加・GLbの 減 少・A/Gの 改 善が認め われ た・K・G.1kg当10cc程 度 のポ 液

注射は其の蛋 白質が唯 カロ リー面にのみ消費 せられ・ カロリー源 として ブ液 を併 用して初め

てT・1)・・Hb・Htの 上昇,A/Gの 改 善を見 た事は興味深い.

低 蛋白家 兎に同量の全血輸血を3日 間連続施行 した際 に 於け る変化 はT .P.は3日 後

より7日 後に軽度の増加 の傾向を示 したのみで15日 後には実験前値迄減少 したが
,Hb,

Htは 轍 と同時躇 明に増加 し7日 後には夫 々17 .6,48と 最 高値を 宗 し 以後 減 少 した

が・15日 後 に至 るも実験前値 に比 しHbは1 ・2・Htは3と 増加 した.全 血輸血はT .P.

を 上昇 せしめ るには よ り大量を要す るが貧血の恢復 には極 めて効果的である .

正 常家兎に手術侵襲(左 腎別出術)を 加え た際は
一T.P.は 手 術24時 間 後 に 最低値 を示

レ3畷 一時的に勒 した獅 びV・£少 し7畷 よ 嫉 復するが15日 後 に 至 るも術前値
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には達 しな い・Hb,Ht・ 共3日 後最低値 を示 し以後増加す るが15日 後には共に 術 前値に

は及ばない・術後に於 け るT・P・ の減少特にALbの 減 少は手術創 えの組織 液の漏 出,創

液の分解物による肝臓 の機能障害,術 後 の 発熱に よる蛋 白分解 の 増加等に よるものと思わ

れ,T.P.の 手術3日 後の一時的増加は脱水に起 因した血液濃縮に よる濃度 の 増加 と老 え

ちれる.

正常家兎に腎別出術 を行 うと共にポ液 ブ液を各体重1kg当10cc5日 間連続注射を行 う

た際の変化は実験7に 比較 しT.P・,Hb,Ht,A/G共 減 少少 く恢復 も早 く手術J5日 後に

・は術前値 より却 つて増加 した.

Voitめ 実 験に依れぽ犬に脂質や糖質を全 く与えず蛋 白質のみを与 えて 窒素 平衝 を維持す

るには必需量の5倍 量 の蛋 白質を必 要 とす ると云 う・疾患時に必要カロ リー量ガ増加するの

は当然老え られ有熱疾患 に際 しては体温'1℃ 上昇 に伴 い1'2.6%の カ ロ リー増加 を 必要 と

するとされ・殊に手術後 の恢復期 には より大量の蛋 白質並びに カロ リーを必要 とす る・輸血

が貧血補正に迅速且確実である事は実験6で も明 らかであるが其 の 量は予想以上に大 き く

Hb量19/dlを 上昇 せ しむ るには約480cc又T.P.を19/dl上 昇 せしむ るには2000cc

饗亡轡 るされ即 のみによる脛1の 献 不利でありポ液ブ灘 轍 併用が望

低蛋白家兎に腎別出術を行つた際の変化はK.G.,T.P.,Hb,Ht共 減少を続け恢復を認

めない.ALbは 減兜しA/Gは 低下しALbとGLbの 関係が正常値と逆転 した.

正常家兎に開腹術を行い腸管を創外に 牽引 した 際に於ける変化は 実験7に 比しT.P.,

Hb・Ht共 減少高度で恢復状態 も悪 く手術侵襲の案外大なるを示した・尿管S状 腸吻合術1

は更に長時間に亘 り腸管,尿 管に切除・切開,吻 合等を施行する故其の侵襲は更に大きいも

のと息われる.・

'V結
論

著者は第一に正常家兎に対し,第 二に実験的に低蛋白症を惹起せしめた家兎に対し出血,

手術侵襲を加えた際及び手術に際し輸血 輸液を行つた際の血清蛋白並びに血液組成の変動

を日を追つて測定し次の如き結果を得た・

(1)家 兎を一定の低蛋白飼料により飼養し1ケ 月後に相当の低蛋白痔を起し得た・

(2う 正常家兎に体重1kg当10ccの 濤血 を行い,鴻 血後数 日間一過性低蛋 白・貧血状

態を認めたが蛋白の経口摂取が可能の際は二週後には略々恢復した.

(3)潟 血 と共に蛋 白質の経口摂取を中止すればT.P.,Hb,Ht共 減少を続 け恢復を見

ずA/Gは1以 下に低下した.

(4),低 蛋白家兎に生食の注射を行つた際は一過性水血症の状態を認め注射の停止 と共に

速やカ・に恢復 した・T.P.は4.09/dlと 最低値を示したがALb,GLb%に は著変を認め

なかつた.

(5)低 蛋白家兎にポ液を注射した際は血清蛋白並 びに 血液組成には殆んど変化無 く,ポ

液と同時に5%ブ 液を同量加えて注射した際はT.P.,Hb,Ht共 軽度 に 増加しA/Gも

改善した.之 は蛋白質が唯カロリー源としてのみ消費せられた為と解せられ蛋白製剤と同時

に他にカロリー源の補給の要あるものと考えられる.

(6)低 蛋白家兎に全血輸血を3日 間施行 した際はHb,Ht共 注射後数 日間の著明な増
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加と15日 後の軽度の増加が見られたがT.P.に は大した増加は無 く・輸血 は 蝕 の補正

には大いに効果的である・

(7)正 常家兎に腎劉出術を行い術後一時的に低蛋白貧血状態とな り間も無 く恢復するが

2週 後にも尚術前値には達 しない・

(8)腎 別出術と同時にポ液,ブ 液の輸注を行つた際は其の変化は軽度1"Z:一依編あ卑 く2週

後には術前値を上廻つた・

(9)低 蛋白家兎に腎劉出衛を行つた際はT.P.,.HbJtHt共 減少し.2週 後に至るも憐復

を認めない.

〈IO)開 腹術腸管創外牽出は腎別出術に 比し其の変化強 く,手 術侵襲 の 大なるを思わし

めた.
'

(終りに臨み恩師稲田教授の懇切なる御指導と御校閲に対し衷心より感謝の意を表す・)
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